
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

声をお寄せください 
25-3523 (FAX共通) 
090-4284-4672(携帯) 

mikamika@hb.tp1.jp 

mikamika2001-0817@
k.vodafone.ne.jp(携帯) 

もチェック! 

三上 泉 
(みかみ きよし) 

検索 

＜みなさんにオススメの しんぶん赤旗 ラインナップです＞ 

○しんぶん赤旗日刊紙（毎日お宅に届きます）月 3,497 円（税込） 

→社会や政治の真実を、国民の命と暮らしを守る視点で、一般新聞ではスポンサーや権力に配

慮して伝えないことまでしっかり報道する姿勢は高い評価を得ています。 

○しんぶん赤旗日曜版（毎週末に配達します）月 930 円（税込） 

→「新聞」というと堅苦しくて文字ばかり…というイメージがありますが、日曜版は、各分野

の知ってトクすることがたくさん載っていて、「新聞」というよりは「情報誌」という感

じで、この地域でも多くの方にご購読いただいています。（下は今週号日曜版の紹介です） 

○京都民報（毎週末に配達します）月 680 円（税込）＊京都民報社発行 

→言わば、日曜版の京都地方版です。京都の情報がたくさん。時々私の活動も載ります^^; 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がけの発行・配布で読まれ続けた 赤旗 

治安維持法下の、１９２８年（昭和３年）に

ガリ版印刷で創刊。持っているだけで逮捕・投

獄され、命を落としたという時代でしたが、赤

旗を靴底に忍ばせるなど、極秘裏に手渡し・配

布されました。軍隊の中でもこっそり配られ兵

士たちにも読まれていたそうです。 

命 １９２２年に創立した日本共産党は、今では日本

国憲法の三大原則として当たり前になっている、「国

民が主人公の政治・国に」（国民主権）「アジア・中

国への侵略戦争反対」（平和主義）「男女平等、労働

者の解放、貧富格差の解消」（基本的人権の尊重）な

どを口にするといずれも治安維持法違反となってい

た当時に、堂々とそれらを掲げて、命をかけて活動

してきた政党です。 

戦前・戦後を通じて、国民の命と暮らし優先、平

和と民主主義を守るために発行され続けた赤旗。お

かげさまで、みなさまに愛されて、日刊紙は９２年、

日曜版は６１年の歴史を刻んできました。 

テレビ・ラジオ欄は赤旗が日本初 

１９６６年（昭和４１年）に赤旗日刊紙

が最終面に掲載したことに端を発し、今で

はどの新聞も最終面のラテ欄は当たり前

に。テレビが普及し始めたこの頃の、国民

生活に寄り添った大胆な紙面改革でした。 

テ 
クープ連発！なぜいつも赤旗が？？？ 

多くのマスコミも赤旗の報道に注目・評価し

ています。他紙にない優れた報道はどこから？ 

それは･･･ 

① 国民目線での、徹底した粘り強い取材力 

＊安倍首相のおひざ元、山口県での自民党支持者か

らの聞き取り取材によって、「桜を見る会」「前夜

祭」の問題点を明らかにしました。 

② タブーを許さない！報道姿勢に信頼感 

＊自衛隊の内部文書や大企業の内部告発なども「赤

旗」や共産党に持ち込まれます。権力に屈しない、

企業から献金や広告料を受け取らない共産党・赤

旗だから、情報を握りつぶすことなく、必ず世に

公表してくれるという信頼があるのです。 
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将棋 

ぜ、旬の芸能人が毎週赤旗日曜版に登場？ 

最終面の「ひと」は、嵐やAKBまで、話題の芸

能人・文化人が登場する、人気の楽しみな企画！ 

芸能事務所は、「紙面でゴシップやスキャンダルには一切

触れないから、安心してタレントを出せる」という。しか

も文化的観点から語るページがあるため、芸能人本人から

も好評だ。かつて森光子は芸術論を語れる赤旗を気に入り

日曜版の創刊 45 周年、50 周年などの節目にコメントを

出していたほどだった。（週刊ポストセブン記事より） 

な 

多種多様なジャンルの情報が

満載！読み応えのある赤旗 
一般新聞は紙面の 30～40％が企

業広告（某朝刊・三上調べ）ですが、

赤旗は広告がほとんどありません。だ
からたくさんの記事が載せられます。 
共産党は、大企業をスポンサーにし

ない、不正の温床となる企業献金を受
け取らない、国民の税金（政党助成金）
も受け取らないので、党員が納める党
費、新聞の購読料、みなさんからの募
金で政治活動を成り立たせています。 

ですから、しんぶん赤旗を購読いた
だくことは、みなさんによりよい情報
を提供することとともに、私、三上を
はじめ共産党への、何よりもの力強い
物心両面の応援となっています。 

多 


